	徳川家康の文書を読む　解説
　

１　資料について

（１）西角井家文書について

　　　武州一宮氷川神社の社家西角井家の文書群で、大きく4つに分けられます。
　　第1は、由緒・祭祀・造営・勧化・吉田家関係など、武州一宮氷川神社の宗教活動に
　　かかわる文書群で、第2は、検地・年貢・村絵図・宗門人別など、領主である氷川
　　神社の村方支配にかかわる文書群。第3は、系図・日記・証文類など近代を中心とす
　　る西角井家の家文書群で、中世文書の写を含む典籍類があります。そして第4が、本
　　日のテキストとして使用する明治初年に西角井家が取得した、切断や印部が黒塗された諸国寺社朱印状約1,000点になります。　
（２）「諸国寺社朱印状」について

　　　西角井家に伝存される朱印状(若干は花押を捺した判物、黒印状を含む)は、ほぼ完
　　全な形のもの61通、上下に切断されたもの276通、上半分あるいは下半分しかない
　　もの693通の合計1,030通が公開されています。これらは後述するように明治新政府
　　によって回収・廃棄されたものを明治初年に当主が古道具店より一括購入したもので
　　大変貴重な史料です。
（３）明治維新と朱印状の回収
　　　慶応４年(1868)閏4月19日、政治の一新をめざした新政府は太政官達をもって全
　　国の寺社に対して朱印状の回収を命じ、さらに同年6月28日には鎮台府から回収の
　　具体的な方法が示されました。それによれば、旧寺社奉行支配地では社寺裁判所へ、
　　その他は各領主・地頭へ提出することになっていました。
　　　明治政府が回収した寺社朱印状は、西角井のほかに国立公文書館(旧内閣文庫)に
　　2,680通、久能山東照宮に646通などがまとまって伝えられています。しかし、内閣
　　文庫のものは三河国を中心に東海・近畿地方、久能山東照宮のものは静岡県域に限ら
　　れているのに対し、西角井家のものは武蔵国を中心に28ヵ国458寺社に及んでいま
　　す。また、同家のものだけが、前述したように回収後に何らかの理由で切断されたり
　　朱印・花押部分を塗りつぶしたりされ、原形が損なわれています。
２　テキストの家康文書について

（１）天正19年(1591)11月日　徳川家康朱印状　⇒埼玉郡末田村浄音寺(さいたま市)　
　　　徳川家康が末田村(現さいたま市岩槻区末田)の浄土宗寺院浄音寺に対して寺領３
　　　石を与えたものです。浄音寺の山号「深谷山」は、「新編武蔵風土記稿」によれば、
　　　家康が天正１９年に遊猟の際に同寺に立ち寄り、その地形から名付けたと伝えま
　　　す。内容は、家康が同寺に末田村内３石の土地を寺領として寄付したものです。
（２）天正10年(1582)11月日　徳川家康判物　⇒甲斐国山梨郡府中(山梨県甲府市)
　　　一蓮寺は山梨県甲府市太田町にある時宗寺院です。同寺は代々武田氏により手厚い
　　　保護を受けていました。また、もとは甲府城の地である一条小山にありましたが、
　　　「本能寺の変」後に甲斐国を領有した徳川家康によって現在地に移転しました。　　
　　　内容は家康が、一蓮寺の寺領・建物・末寺と所有する田地を保証したものです。
３　語句の解説

・武蔵国﨑西郡（むさしのくにきさいぐん）：騎西郡とも。埼玉県東部に位置し、古利根川と元荒川に挟まれた地域に属する。
・参石：一石が約一両=約３０万円換算なので約９０万にあたる石高(こくだか)の地。
・不入（ふにゅう）：外部の権力者が立ち入ってはいけないこと。
　・寮舎(りょうしゃ)：僧侶が修行や生活するための寄宿舎。
　・名田(みょうでん)：所有者の名前を冠した田。この場合は一蓮寺が領有する田地。
４　解読のポイントとなる語句
　・令（せしめ）：〇〇させる。
　・訖（おわんぬ）：〇〇した。終わった。「畢」とも書く。
　・仍如件(よってくだんのごとし)：文章の最後に書く書き止め文言。従って〇〇である。
　
５　家康の花押と印判
　　家康の花押の特徴は明朝体=天地の二線を軸にして、一般的には筆画は少なく簡単。
　家康がこの型を使用して以来、急速に広まり、江戸時代の武家花押の基本形となりまし
　た。別名「徳川判」とも呼ばれます。この花押は徳川の旁(つくり)部分もしくは「德」
　の原字の草書体をもとにして作成されたと考えられています。
　　また家康は多くの種類の印判を用いましたが、最も多用したのがこの「福德」朱印で、
　徳川改姓後の永禄１２年(1569)頃から使用を開始しました。「福徳」とは幸福と利益・

　財産に恵まれること、また他の印判に使用されている「忠恕」とは、忠実で同情心が厚
　いことの意味があり、家康が目指した政治思想や人柄が偲ばれます。
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